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全国大会への切符を手にした長浜サンデース

.d酔
謹霊E

ス
と

ザ濃長

少
年
野
球

西
四
国
大
会
で
初
優
勝

七
月
十
七
日
、
松
山

N
T
T
グ
ラ
ウ

ン
ド
で
行
わ
れ
た
日
本
少
年
野
球
(
ボ

ー
イ
ズ
リ

i
グ
)
夏
季
選
手
権
大
会
西
四

国
支
部
予
戦
決
勝
で
、
長
浜
サ
ン
デ
ー

ズ
(
田
淵
修
三
監
督
・
二
十
人
)
が
み
ご

と
初
優
勝
の
栄
冠
に
輝
き
、
八
月
一
円

か
ら
二
一
日
に
か
け
て
大
阪
で
行
わ
れ
る

全
国
大
会
へ
の
出
場
権
を
手
に
し
ま
し

た。
二
回
戦
の
対
松
山
ボ

i
イ
ズ
ク
ラ
ブ

で
は
三
対
二
と
苦
戦
し
た
も
の
の
、
決

勝
戦
で
は
、
吉
田
オ
レ
ン
ジ
を
七
対
一

(
四
回
コ
ー
ル
ド
)
と
快
勝
。
田
淵
監

督
は
「
夢
の
よ
う
で
子
供
た
ち
に
感
謝

し
て
い
る
。
全
国
大
会
で
は
、
当
た
っ

て
砕
け
ろ
の
気
持
ち
で
頑
張
る
。
」
と
の

こ
と
で
し
た
。

全
国
大
会
で
の
活
躍
を
期
待
し
て
い

土
品
J

9
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櫛
生
漁
港
建
設
費
ほ
か

一
般
会
計
補
正

昭
和
六
十
三
年
度
一
一
般
会
計
に
、
一

億
四
千
九
百
五
十
五
万
問
千
円
が
補
正

さ
れ
、
予
算
総
額
は
三
十
六
億
一
千
同

百
九
十
六
万
八
千
円
と
な
り
ま
し
た
。

今
回
補
正
さ
れ
た
予
算
の
主
な
使
い

道
は
次
の
と
わ
り
。

一
民
生
費
]
地
方
改
善
対
策
費
と
し
て

高
峰
地
区
下
水
排
水
路
改
修
工
事
に
要

す
る
事
業
費
七
十
万
円
。

一
衛
生
費
一
予
防
費
と
し
て
大
洲
喜
多

畜
犬
管
理
業
務
連
絡
協
議
会
負
担
金
二

十
悶
万
九
千
円
。

{
農
林
水
産
業
費
}
県
単
土
地
改
良
事

業
費
と
し
て
白
石
農
道
改
良
工
事
ほ
か

に
要
す
る
事
業
費
一
千
五
百
同
十
四
万

円。
魚
礁
設
置
費
及
び
漁
港
建
設
費
と
し

て
櫛
生
漁
港
工
事
請
負
費
ほ
か
一
億
一
一
二

第2固定例会

議

A 
::z:;; 

長
浜
町
議
会
第
二
固
定
例
会
が
、
六

月
二
十
七
日
か
ら
-
一
十
八
日
ま
で
の

日
間
の
会
期
で
開
か
れ
ま
し
た
。

今
回
上
程
さ
れ
審
議
さ
れ
た
の
は

昭
和
六
十
一
一
年
度
の
長
浜
町
水
道
・
工

業
用
水
道
事
業
決
算
の
認
定
、
昭
和
六

十
三
年
度
の
長
浜
町
一
般
会
計
及
び
水

道
事
業
会
計
補
正
予
算
の
議
案
同
件
。

千
二
百
七
十
九
万
円
。

一
教
育
費
}
社
会
教
育
総
務
費
と
し
て

生
活
文
化
若
者
一
塁
開
設
モ
デ
ル
事
業
に

要
す
る
諸
経
費
四
十
三
万
円
。

地
方
税
財
源
の
確
保
を

緊
急
要
望
決
議

税
制
改
革
に
お
け
る
地
方
税
財
源
の

確
保
に
関
す
る
緊
急
要
望
決
議
が
可
決

さ
れ
ま
し
た
。
提
案
理
由
は
次
の
と
わ
り
。

「
今
同
の
抜
本
的
視
制
改
革
に
つ
い

て
、
地
方
住
民
税
等
の
減
税
及
び
国
の

法
入
院
等
の
減
税
に
よ
る
地
方
財
政
へ

の
影
響
額
は
①
住
民
税
の
減
収
約
一
兆

円
②
既
存
の
地
方
間
接
税
等
の
減
税
約

一
兆
円
③
閏
税
の
減
税
に
伴
う
地
方
交

付
税
の
減
収
約
一
兆
円
で
地
方
税
及
び

地
方
交
付
税
の
減
収
と
し
て
約
一
会
一
兆
円

強
が
見
込
ま
れ
る
ほ
か
、
新
聞
持
税
色
一

組
に
伴
う
算
出
増
額
が
加
わ
り
、
大
幅

な
財
源
不
足
が
想
定
さ
れ
る
。

国
庫
補
助
負
担
率
の
復
一
冗
に
関
す
る

緊
急
要
望
決
議
、
税
制
改
革
に
む
け
る

地
方
税
財
源
の
確
保
に
関
す
る
緊
急
要

望
決
議
、
鹿
野
川
ダ
ム
管
理
等
に
関
す

る
要
望
決
議
の
三
件
の
議
員
提
出
案
件
。

長
浜
町
土
地
開
発
公
社
、
青
島
海
運

有
限
会
社
の
経
営
状
況
に
関
す
る
報
告
、

昭
和
六
十
三
一
年
度
米
穀
政
策
・
価
格
導

に
関
す
る
陳
情
な
ど
、
七
件
の
議
会
報

告
案
件
。

議
案
は
い
ず
れ
も
原
案
通
り
可
決
、

陳
情
文
書
も
受
理
採
択
さ
れ
ま
し
た
。

主
な
も
の
は
次
の
と
わ
り
。

従
っ
て
、
こ
れ
ら
を
国
の
責
任
に
む

い
て
完
全
に
補
て
ん
し
、
地
方
公
共
団

体
の
行
財
政
運
営
に
い
い
さ
さ
か
も
支
障

の
な
い
よ
う
な
措
置
を
と
る
必
要
が
あ

る。
つ
い
て
は
、
当
長
浜
町
議
会
と
し
て

地
方
財
源
補
て
ん
対
策
に
関
す
る
緊
急

要
望
決
議
を
採
択
し
、
地
元
国
会
議
員

に
要
望
す
る
と
と
も
に
、
政
府
及
び
国

会
手
に
対
し
完
全
補
て
ん
を
要
望
し
て

い
き
た
い
o

」

国
負庫
担補
率助
の
復
アじ

を

緊
急
要
望
決
議

国
庫
補
助
負
担
率
の
復
元
に
関
す
る

緊
急
要
望
決
議
が
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

提
案
珂
由
は
次
の
と
お
り
。

「
現
行
の
国
庫
補
助
負
担
事
業
へ
の

補
助
負
担
率
に
つ
い
て
は
、
国
の
財
政

上
の
都
合
に
よ
り
、
地
点
公
共
団
体
の

強
い
反
対
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
昭
和
六

十
年
度
か
ら
、
再
三
に
わ
た
っ
て
そ
の

引
き
下
げ
措
置
が
行
わ
れ
で
き
た
。

こ
れ
ら
に
よ
る
地
方
財
政
へ
の
影
響

額
は
、
約
五
兆
円
の
多
額
に
の
ぼ
っ
て

む
り
、
わ
が
長
浜
町
の
事
業
執
行
等
財

政
運
常
に
も
多
大
の
影
響
を
き
た
し
、

財
政
窮
迫
化
の
大
き
な
要
因
の
一
つ
と

な
っ
て
い
る
。

こ
の
措
置
は
、
一
青
う
ま
で
も
な
く
今

年
限
り
の
も
の
で
あ
る
。

従
っ
て
、
昭
和
六
十
問
年
度
の
国
の

予
算
に
わ
い
て
補
助
負
担
率
の
完
全
な

復
元
を
行
う
こ
と
を
求
め
る
と
と
も
に
、

各
省
庁
が
概
算
要
求
す
る
段
階
に
わ
い

て
国
庫
補
助
負
担
率
カ
ッ
ト
分
を
完
全

に
復
元
し
て
要
求
す
る
こ
と
が
必
要
で

あ
る
。こ

の
た
め
に
も
長
浜
町
議
会
と
し
で
、

例
年
通
り
七
月
上
旬
に
も
閣
議
に
ム
お
い

て
「
予
算
要
求
基
準
」
が
決
め
ら
れ
る

に
あ
た
っ
て
、
引
き
下
げ
措
置
が
と
ら

れ
る
前
の
昭
和
五
十
九
年
度
に
む
け
る

国
庫
補
助
負
担
率
の
水
準
に
よ
っ
て
各

省
庁
の
概
算
要
求
が
行
わ
れ
る
よ
う
要

望
す
る
決
議
を
行
い
、
地
元
選
出
国
会

議
員
に
要
望
す
る
と
と
も
に
、
政
府
及

び
国
会
等
に
対
し
強
く
要
望
し
て
い
き

た
い
o

」

鹿
野
川
ダ
ム

管
理
等
に
つ
い
て

要

望

決

議

「決
去提議鹿
る案が野
プ寸 1ft!可子 111
月由 t央ダ
二はさム
i次 れ管
五 の ま 王 里
口とし等
におたに
梅り。関
雨。;一
白rii る
線 要
大 望

雨
及
び
鹿
野
川
ダ
ム
放
流
に
よ
っ
て
、

町
内
流
域
に
お
い
て
住
宅
浸
永
、
農
作

物
冠
水
に
よ
る
被
害
が
発
竺
し
、
昨
年

七
月
に
続
い
て
の
被
害
で
、
住
民
生
活

に
多
大
の
影
響
が
出
で
い
る
。
両
水
害

と
も
、
降
雨
時
間
帯
及
び
降
雨
量
に
比

べ
、
急
激
な
肱
川
の
増
水
が
見
ら
れ
、

下
流
で
の
対
応
も
で
き
な
か
っ
た
状
況

で
あ
る
。

タ
ム
放
流
等
ダ
ム
の
操
作
管
理
に
つ

い
て
下
流
域
の
洪
水
防
止
を
優
先
し
た

管
理
体
制
の
確
江
主
f

、
左
記
事
項
に
つ

い
て
強
く
善
処
を
要
望
す
る
。

一
、
鹿
野
川
ダ
ム
の
大
雨
洪
水
時
の
放

流
に
つ
い
て
は
、
下
流
の
氾
澄
防
止

を
優
先
し
て
早
期
の
予
備
放
流
等
、

洪
水
調
節
を
重
点
に
操
作
を
願
う
こ

レ」。

二
、
野
村
ダ
ム
と
の
連
携
で
、
一
元
的

な
水
量
調
節
等
管
理
体
制
の
改
葬
を

願
う
こ
と
。

一
二
、
発
電
に
つ
い
て
は
、
現
下
の
電
力

需
給
の
緩
和
状
況
か
ら
、
管
理
体
制

の
見
直
し
等
を
含
め
、
洪
水
調
節
本

位
に
改
め
る
こ
と
。

問
、
下
流
域
の
肱
川
堤
防
早
期
完
成
に

つ
い
て
事
業
促
進
を
凶
っ
て
頂
く
こ

と
。
」

63 
価年
格度

陳等米
に穀
つ政
い策
て

'情

文

書

長
浜
青
果
農
業
協
同
組
合
組
合
長
理

事
一
常
泰
忠
さ
ん
か
ら
山
さ
れ
て
い
た

昭
和
六
十
二
一
年
度
米
穀
政
策
・
価
格
等

に
関
す
る
陳
情
文
書
は
受
理
採
択
さ
れ

ま
し
た
。
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今
回
の
議
会
で
は
、
津
田
龍
雄
議
員
、

東
正
行
議
員
、
堤
正
和
議
員
の
三
人
が

次
の
質
問
を
行
い
、
理
事
者
の
見
解
を

た
だ
し
ま
し
た
。

wv
質
問
事
項

。
六
月
豪
雨
災
害
の
早
期
復
旧
に
つ
い
て

O
道
路
整
備
計
画
の
目
標
年
次
等
そ
の

基
本
方
針
に
つ
い
て
(
以
上
、
東
正
行

議
員
)

。
午
肉
・
オ
レ
ン
ジ
自
由
化
と
長
浜
町
の

み
か
ん
対
策
に
つ
い
て
(
津
田
龍
雄
議
員
)

O
国
道
三
百
七
十
八
号
線
の
立
ち
退
き
に

関
す
る
諸
問
題
に
つ
い
て
(
堤
正
和
議
員
)

災
害
申
請
件
数

四
十
七
件

一
豪
雨
災
害
の
復
旧
に
つ
い
て

般質問@歳時記

答
弁
・
:
六
月
の
豪
雨
に
よ
る
農
地
・
農

業
用
施
設
災
害
等
を
含
め
た
災
害
の

報
告
受
理
件
数
は
、
約
二
百
十
件
に

も
の
ぼ
っ
て
お
り
、
そ
の
内
、
現
在
関

係
各
省
に
報
告
・
申
請
し
て
い
る
の
は
、

九
ナ
四
件
と
な
っ
て
い
る
。
ま
た
、
小

規
模
施
設
の
復
旧
対
応
等
に
つ
い
て
は
、

地
元
の
業
者
の
協
力
も
得
、
公
益
性
の

高
い
も
の
か
ら
行
っ
て
い
る
。

ダ
ム
放
流
に
よ
る
災
害
か
ど
う
か
に

つ
い
て
は
、
現
本
調
査
中
で
あ
る
。

霊霊璽翠盤固

親
し
み
の
あ
る
道
に

道
路
整
備
計
画
に
つ
い
て

薗 箪

答
弁
-
:
道
路
整
備
計
画
の
基
本
方
針

に
つ
い
て
は
、
交
通
の
性
格
に
対
応
し

た
道
路
の
機
能
分
化
と
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

の
強
化
、
「
親
し
み
」
の
あ
る
道
づ
く
り

等
を
配
慮
す
る
こ
と
と
し
、
昭
和
八
十
年

を
目
途
と
し
た
長
期
計
画
路
線
も
含
め
、

整
備
計
画
を
立
て
で
い
る
。
年
間
総
費

用
で
は
約
三
億
五
千
万
円
か
ら
二
一
億
六

千
万
円
を
予
定
し
て
い
る
。
ま
た
、
一
・

二
級
幹
線
町
道
の
昭
和
七
十
年
次
の
改

良
率
は
二
一
四
・
八
折
、
舗
装
率
で
九
瓦
・

四
%
と
な
っ
で
い
る
。

ア
イ
デ
ア
を
生
か
し
て

み
か
ん
対
策
に
つ
い
て

答
弁
・
:
み
か
ん
対
策
に
つ
い
て
は
、

農
家
、
農
協
、
行
政
段
階
の
取
り
組
み

が
大
切
だ
と
考
え
る
。
農
家
サ
イ
ド
と

し
で
は
、
消
費
者
の
二

l
ズ
に
対
応
し

で
き
る
か
ぎ
り

協
力
し
て
い
く

立
ち
退
き
の
諸
問
題
に
つ
い
て

答
弁
長
浜
駅
前
の
国
道
改
良
工
事

の
進
捗
状
況
に
つ
い
て
は
、
ま
だ
話
し

合
い
の
段
階
で
あ
り
、
代
替
地
の
宅
地

造
成
費
、
土
・
下
水
道
設
置
事
業
費
等
、

こ
れ
ら
の
工
事
総
額
は
約
七
百
七
十
万

円
と
な
っ
で
い
る
。
ま
た
、
代
替
地
の

坪
当
た
り
単
価
は
現
在
一
一
段
階
に
分
け

て
わ
り
、
約
三
十
一
万
三
千
五
百
円
と

二
十
六
万
七
千
三
百
円
に
な
っ
て
い
る
。

農
業
協
同
組
合
の
荷
物
の
積
み
わ
ろ

し
作
業
場
と
町
道
と
の
併
用
に
よ
る
交

通
安
全
上
の
問
題
に
つ
い
て
は
、
道
路

交
通
法
の
許
容
範
囲
内
で
路
上
作
業
が

行
わ
れ
る
ご
と
に
な
る
と
思
う
。

た
品
質
の
紺
橘
牛
産
、
イ
メ
ー
ジ
チ
ェ

ン
ジ
を
同
る
こ
と
。
農
協
サ
イ
ド
で
は
、

マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
戦
略
の
強
化
、
並
び

に
指
導
の
徹
底
。
行
政
的
に
は
、
生
産

基
盤
の
整
備
、
農
地
の
流
動
化
の
抜
本

的
強
化
等
々
が
考
え
ら
れ
る
。
そ
こ
で

農
家
の
経
営
に
つ
い
て
は
、
印
有
い
人
々

が
ア
イ
デ
ア
を
出
し
、
ど
し
ど
し
提
案

し
て
頂
き
た
い
。
農
協
と
し
て
は
経
営

の
健
全
一
化
、
ま
た
、
将
来
を
考
え
た
上

で
、
ど
の
よ
う
に
す
れ
ば
農
家
を
育
で

農
協
経
常
が
で
き
る
か
、
真
剣
に
検
討

し
行
政
に
対
し
て
意
見
具
申
を
し
て
頂

き
た
い
。
行
政
と
し
て
も
、
国
・
県
の

農
業
政
策
と
の
整
合
を
凶
り
な
が
ら
、

皆
さ
ん
の
ア
イ
デ
ア
を
生
か
し
、
長
浜

町
特
有
の
み
か
ん
対
策
を
積
極
的
に
推

進
し
て
い
き
た
い
。

借
地
人
と
地
主
の
関
係
に
つ
い
て
は
、

基
本
的
に
私
権
関
係
に
な
る
の
で
、
当

事
者
間
で
調
整
し
て
頂
き
、
そ
の
後
、

補
償
対
象
者
と
交
渉
す
る
方
法
で
来
て

い
る
。
建
べ
い
率
に
つ
い
て
は
、
長
浜

町
は
都
市
計
画
区
域
の
指
定
が
さ
れ
て

お
り
、
建
築
基
準
法
で
十
分
の
七
と
規

定
さ
れ
て
い
る
。

代
日
符
地
の
残
地
に
つ
い
て
は
、
要
望

面
積
よ
り
提
供
面
積
の
方
が
少
な
い
の

で
、
現
在
は
そ
の
こ
と
を
考
え
ず
に
地

権
者
と
交
渉
中
で
あ
る
。

立
ち
退
き
者
の
方
と
の
話
し
合
い
に

つ
い
て
は
、
全
体
会
と
し
て
五
回
行
っ

て
お
り
、
工
事
の
時
期
に
つ
い
て
も
二

回
の
意
向
調
査
の
結
果
を
勘
案
し
た
上

で
、
こ
の
よ
う
な
処
置
を
取
っ
て
い
る
。

今
後
も
、
町
で
で
き
る
限
り
の
こ
と
は

協
力
し
て
い
き
た
い
。

介
さ
れ
ま
す
。

こ
う
し
た
全
国
版
の
観
光
行
事
に

な
っ
た
徒
踊
り
も
あ
り
ま
す
が
、
各

地
そ
れ
ぞ
れ
の
盆
踊
り
も
最
近
は
ま

す
ま
す
成
叫
ん
で
す
。
企
業
が
月
遅
れ

盆
踊
り
は
老
若
男
女
が
楽
し
め
る
の
和
盆
(
八
月
十
二
一
日

1
十
五
日
)

レ
ジ
ャ
ー
と
し
で
ト
ソ
プ
・
ク
ラ
ス
を
中
心
に
集
中
的
に
夏
期
休
暇
を
設

の
も
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
木
け
る
よ
う
に
な
っ
た
ご
と
も
一
同
の

来
、
盆
踊
り
は
わ
盆
に
精
霊
を
迎
え
よ
う
で
す
。
こ
の
時
期
、
都
会
に
就

る
宗
教
行
事
で
す
が
、
最
近
は
も
っ
職
し
た
人
た
ち
が
帰
郷
し
、
盆
踊
り

と

広

く

夏

の

行

事

と

し

て

楽

し

が

旧

交

を

温

め

る

場

と

な

っ

て

ま
れ
て
い
ま
す
。
も
っ
と
も
、
市
B
ノ

い

る

の

で

す

。

盆
踊
り
は
仏
教
渡
来
以
前
か
ら

E
L
F
-

一
万
、
都
会
の
団
地
や
ニ
ユ

民
俗
芸
能
と
し
て
各
地
で
行
わ

9
f
1
1
タ
ウ
ン
の
盆
踊
り
も
各
地
で

れ
て
い
た
と
い
う
説
も
あ
り
ま
担
制
刊
行
わ
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

す。

J
R
J

故
郷
の
な
い
都
会
の
二
世
、
二
一

盆
踊
り
の
中
で
も
有
名
な
の
や

P
E
世
が
増
え
る
に
つ
れ
で
、
ご
う

が
徳
島
の
阿
波
踊
り
で
す
。
こ
為
/
直
し
た
行
事
が
ま
す
ま
す
喜
ば
れ

れ

に

は

全

国

か

ら

参

加

者

が

集

る

よ

う

に

な

る

で

し

ょ

う

。

ま
っ
て
来
ま
す
し
、
テ
レ
ビ
で
も
紹
と
こ
ろ
で
、
車
を
利
用
し
て
帰
省

す
る
こ
と
の
多
い
八
月
は
「
シ

こ
D

l
ト
ベ
ル
ト
着
用
推
進
月
間
」

よ
礼
で
す
。
夜
間
だ
か
ら
と
着
用
を

怠
っ
た
り
、
窮
屑
だ
か
ら
と
ベ

ル
ト
を
緩
め
た
り
す
る
と
、
万

一
の
時
大
変
危
険
で
す
。
せ
っ

か
く
の
帰
省
を
悲
劇
に
し
な
い

た
め
に
、
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
は
必

ず
正
し
く
締
め
ま
し
ょ
う
の
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需
品
制
費
四

(
麗
ヂ

引
っ

法〉

か
か
ら
者
い
た
め
に

悪質訪販

訪
問
販
売
ト
ラ
ブ
ル
は
増
え
る
一
方
で
す
。
経
験
・
知
識
の
芝
し
い
若
者
や
、

見
せ
か
け
の
親
切
に
ほ
だ
さ
れ
や
す
い
お
年
寄
り
、
お
買
い
得
だ
の
有
利
な
話
に

弱
い
主
婦
た
ち
に
、
悪
質
セ
ー
ル
ス
マ
ン
は
手
を
か
え
品
を
か
え
迫
っ
て
き
ま
す
。

世
の
中
う
ま
い
話
は
こ
ろ
が
っ
て
い
ま
せ
ん
。
日
選
ば
れ
て
お
め
で
と
う
げ
と

言
わ
れ
で
も
、
業
者
の
カ
モ
に
選
ば
れ
た
だ
け
、
ア
ン
ケ
ー
ト
に
協
力
し
て
も
、

お
礼
を
し
て
く
れ
る
ど
こ
ろ
か
、
向
こ
う
の
作
戦
に
引
っ
か
か
る
だ
け
で
す
。
イ

ン
チ
キ
を
見
破
る
目
、
し
っ
か
り
し
た
気
構
え
が
大
切
で
す
。

も
し
、
し
ま
っ
た
と
気
付
い
た
ら
、
と
も
か
く
、
早
く
、
消
費
者
セ
ン
タ
ー
な

ど
へ
相
談
し
ま
し
ょ
う
。
引
っ
か
か
っ
た
の
は
自
分
の
恥
だ
と
ク
ヨ
ク
ヨ
考
え
て

時
聞
を
お
か
な
い
こ
と
、
手
遅
れ
に
な
る
と
大
変
で
す
。

q
L
i
l
l
i
-
-
I
l
l
1
1
1
1
!
I
l
l
i
-
-
i
l
i
-
-
1
1
1
1
1
1
1
1
l
lー

ど
こ
の
誰
が
、
何
の
目
的
で
訪
ね
て
購
入
意
思
の
な
い
時
は
、
は
じ
め
か

き
た
の
か
を
具
体
的
に
確
か
め
る
ら
き
っ
ぱ
り
断
る
こ
と

訪
版
法
で
は
販
売
業
者
の
氏
名
や
商
向
こ
う
の
都
合
で
来
た
だ
け
の
ご
と

口
聞
の
種
類
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
を
規
で
す
。
長
々
と
説
明
を
聞
い
た
り
、
買

定
し
で
い
ま
す
。
こ
れ
を
あ
い
ま
い
に
っ
た
り
す
る
義
務
は
全
く
あ
り
ま
せ
ん
。

し
て
い
る
セ
ー
ル
ス
マ
ン
は
ル

i
ル
達
自
分
に
と
っ
て
不
必
要
な
も
の
だ
っ

反
で
す
の
で
取
り
あ
わ
な
い
ご
と
で
す
。
た
ら
、
は
っ
き
り
断
る
こ
と
で
す
。

⑥
⑨
 

事
自
に

1/ 

3 
と う

力p

-コ
署
名

押
r=p 
を
し
な
し、

訪
版
法
が
適
用
さ
れ
る
商
品
は
、
日

常
購
入
す
る
商
品
同
十
一
-
一
種
目
で
す
。

生
鮮
食
料
品
や
新
聞
、
役
務
(
サ
ー
ビ

ス
)
な
ど
は
対
象
に
な
っ
て
い
ま
せ
ん
。

⑥ 

街
頭
で
キ
ヤ
ソ
チ
さ
れ
る
ク
ラ
ブ
会
勧

誘
な
ど
も
規
制
の
対
象
に
は
な
り
ま
せ

ん
。
高
績
な
違
約
金
稼
ぎ
の
業
者
も
あ

り
ま
す
の
で
、
気
軽
に
署
名
な
ど
は
し

な
い
こ
と
で
す
。

A日
M
I
l
l
i
l
i
-
-
1
I
l
l
l
i
-
-
1
1
1
1
1
1
1
1
1
l
i
l
-
-
-

契
約
の
内
容
を
明
ら
か
に
し
た
書
面

を
受
け
取
る
こ
と

訪
販
法
で
は
販
売
業
者
に
契
約
を
し

た
時
に
は
、
取
引
条
件
を
明
ら
か
に
し

た
書
面
を
消
費
者
に
交
付
す
る
こ
と
を

義
務
づ
け
て
い
ま
す
。
販
売
業
者
の
氏

名
、
住
所
、
商
品
の
価
格
や
、
代
金
の

支
私
い
ト
刀
法
な
ど
、
後
日
の
ト
ラ
ブ
ル

を
避
け
る
た
め
に
必
要
で
す
。

R
J
 即

金
払
い
を
し
な
い
こ
と

訪
版
法
で
規
定
さ
れ
て
い
る
ケ

l
リ

ン
グ
オ
フ
の
制
度
は
商
品
を
受
け
取
り
、

現
金
で
一
折
払
い
を
し
て
し
ま
っ
た
も

の
に
は
適
用
が
あ
り
ま
せ
ん
。
少
顎
の

も
の
で
も
、
わ
金
が
あ
っ
た
と
し
て
も
、

慎
重
を
期
し
で
、
代
金
は
全
額
支
払
わ

な
い
ト
刀
が
無
難
で
す
。

。

。

ク
ー
リ
ン
グ

ク
I
リ
ン
グ
・
オ
フ
の
目
的

契
約
は
、
本
来
十
分
納
得
し
て
行

う
べ
き
も
の
で
す
。
と
こ
ろ
が
、
訪

問
販
売
の
場
合
は
、
消
費
者
は
不
意

に
訪
れ
た
セ
ー
ル
ス
マ
ン
に
勧
め
ら

れ
て
、
購
入
す
る
予
定
の
な
か
っ
た

商
品
を
買
わ
さ
れ
た
り
、
十
分
に
予

備
知
識
を
持
た
な
い
ま
ま
契
約
し
た

り
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
一
種
の

密
室
状
態
に
な
る
た
め
、
虚
偽
の
説

明
や
強
引
な
勧
誘
も
行
わ
れ
が
ち
で

す
。

そ
こ
で
、
消
費
者
が
頭
を
冷
や
し

て
冷
静
に
判
断
し
、
契
約
し
た
日
を

含
め
て
七
日
以
内
な
ら
ば
一
方
的
に

解
約
で
き
る
権
利
を
制
度
化
し
た
の

が
「
ク

I
リ
ン
グ
オ
フ
」
で
す
。

ク
I
リ
ン
グ
・
オ
フ
の
条
件

訪
問
販
売
法
、
割
賦
販
売
法
に
お

い
て
は
、
ク

l
リ
ン
グ
・
オ
フ
を
す

る
に
は
、
次
の
こ
と
が
整
っ
て
い
る

場
合
に
可
能
で
あ
る
と
定
め
て
い
ま

①
業
者
の
営
業
所
以
外
(
自
宅
・
路

上
な
ど
)
で
行
う
契
約
で
あ
る
ご
と
。

⑨
法
律
で
指
定
す
る
商
品
、
役
務
で

あ
る
こ
と
。

③
取
り
引
き
が
完
了
(
商
品
を
全
部

受
け
取
り
、
か
つ
代
金
を
全
額
支
払

う
)
し
て
い
な
い
こ
と
。

⑨
一
法
令
で
指
定
さ
れ
た
消
耗
品
(
健

康
食
品
・
化
粧
品
等
)
の
場
合
は
、

@ 

オ
フ
制
度

未
使
用
で
あ
る
こ
と
。

⑤
購
入
者
側
に
と
っ
て
商
行
為
に
な

ら
な
い
こ
と
。

⑥
ク

l
リ
ン
グ
・
オ
フ
期
間
内
に
書

面
で
契
約
解
除
通
知
を
発
信
す
る
こ

と
(
到
着
は
期
間
後
で
も
よ
い
)
。

利
用
す
る
時
の
心
得

曹
ク

i
リ
ン
グ
・
オ
フ
の
通
知
は
電

話
で
な
く
必
ず
書
面
(
内
容
証
明
郵

便
、
ハ
ガ
キ
簡
易
書
留
等
、
証
拠
性

の
あ
る
方
法
)
で
V
商
品
の
取
引
費

用
は
販
売
業
者
が
負
担
す
る
こ
と
に

な
っ
て
い
る
甲
下
取
り
口
聞
を
処
分
き

れ
た
場
合
は
、
代
替
口
問
ま
た
は
相
当

の
価
格
で
返
し
で
も
ら
う
曹
消
耗
品

を
使
用
し
た
場
合
で
も
、
使
う
と
ク

l
リ
ン
グ
・
オ
フ
で
き
な
い
旨
契
約

書
面
等
に
記
載
が
な
け
れ
ば
返
品
は

可
能
V
契
約
書
面
等
に
ク

l
リ
ン
グ

.
オ
フ
の
記
載
が
な
け
れ
ば
書
面
で

知
ら
さ
れ
る
ま
で
有
効
(
契
約
書
の

確
認
)内

容
証
明
郵
便

後
日
に
証
拠
を
残
す
最
も
確
実
な

害
面
の
送
り
方
で
、
そ
の
内
容
、
発

信
口
な
ど
を
郵
便
局
が
証
明
す
る
郵

便
で
す
。
用
紙
は
文
房
具
自
で
販
売

さ
れ
て
い
る
も
の
を
利
用
す
る
と
便

利
で
す
。

ま
ず
、
同
一
の
内
容
の
文
書
三
通

を
作
成
、
郵
便
局
(
集
配
局
)
へ
持

参
し
ま
す
。
料
金
は
書
面
五
百
一
一
十

民
¥ r 
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-図画監

夏
の
一
大
イ
ベ
ン
ト
、
な
が
は
ま
「
海

の
祭
典
」
が
、
今
年
七
充
実
し
た
内
容

戸
¥
八
月
六
日
(
士
三
七
は
-
日
一
一
の
二
日

間
、
長
浜
し
人
格
の
た
も
?
と
及
び
長
浜
海

水
浴
場
を
中
心
に
開
か
れ
ま
す
。

昨
年
か
九
始
ま
っ
た
「
砂
の
彫
刻
展
」

を
メ
イ
シ
に
、
海
山
上
で
早
さ
を
競
う

「
海
上
ジ
ョ
ギ
ン
グ
ー
や
、
漁
船
が
勇
壮

に
繰
り
広
げ
る
「
神
輿
海
上
渡
御
」
、

ま
た
前
夜
祭
で
は
、
年
に
一
度
の
「
長

浜
大
橋
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
」
、
寸
砂

浜
の
ど
ア
ガ
ー
デ
ン
」
な
ど
、
楽
L
い

企
画
、
が
い
っ
ば
い
〉

ご
の
他
に
も
今
年
は
、
定
期
連
絡
船

H

あ
お
し
士
'
に
よ
る
「
長
浜
沖
遊
覧
」
、

N
T
T
M
山
無
線
中
桝
所
か
ら
町
民
の

広
場
ま
で
約
一
一
-
十
人
が
ハ
ン
グ
一
フ
イ
ゲ

ー
で
空
を
舞
う
「
ス
カ
イ
サ
!
キ

y
ト」、

ち
び
っ
子
も
大
喜
び
の
「
肝
外
ア
ニ
メ
」

な
ど
新
し
い
企
同
を
加
え
て
、
特
色
ん

の
参
加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

八
円
六
日
、
七
日
は
、
家
族
そ
ろ

っ
て
海
の
祭
典
仁
土
国
し
く
だ
さ
い
。

{
主
催
一
長
浜
町
海
の
祭
典
実
行
委
員

ムー
一
後
援
}
愛
媛
新
閣
聞
社

-
N
H
K
・
南

海
放
送
・
一
ア
レ
ピ
愛
脱
・
建
設
省
ほ
か

日 イ] 事 名 Ht 出 J易 ド庁

砂の彫刻展 長i~;k 僑;');: t"ι 

八 長山富一日長漏りた会 19:00~20:20 本町商 I~ i封

砂ireのピアポーデン 18:0()~21 ・ m iて大僑のと fjと

n 野外アニメ 19: 30--21 : 00 i口j

日 長浜太橋イ)~ ~ f' -'-'ヨ/ (21:00問団) 長 j兵 大 橋

主ワ り 大 メZ〉25、 :1 il!i I i ヘ日限 LJi 長 ~J~ ;毎ヰl
4巾iH一-

長a~ 大橋vったもじ件の問手安IJ 炭

八 スウイ汁 キ y 卜 8:30~1 ， :00 i司 l:i二地予定)

l、 f J守 宝打Iリソ1 11: OO~ I 2 : 00 [百]

月 神輿海上"主仰 12:00~ 同

弔ヂ ま 13:00-13:30 ドゴl

長 I~ i中 i住民 12:00・13:00 Lま航路伐惰

じ ノk 者撮影会 13:30~15:3() 11' r J( ;勺，C;H~ i-也

;iJf 1 ギ ンク 14: OO~ 14: 30 長浜海ノj，浴場

日
黒 坊 大 ZZ込， 14 :(Hト 14・3ー0トlー I"J 

早飲み大会 ]ι): 30 -15: 30 I長浜海"く (iJM 

J
子
以
内
一
ナ
H
一
八
十
円
、
書
問
料
三
百

五
十
門
、
郵
便
料
金
六
ト
円
を
要
し

ま
寸
。
配
達
託
川
を
付
け
る
と
一
百

五
十
円
が
加
わ
り
ま
す
。

1[:] 言羊
ぃ ~I甘口、
合[土上
わ ~ì_1f 育H
せ 費単
ま ヨ 二 に
し f丙言兇
よセ日月
うンし
。タま

1 し
| 窓た
と~， 仁iカず

父h ヘ、
」一一一一一一一一

」
ρ

i

S

F

と
は
新
製
品
並
是
会

の
頭
文
字
を
と
っ
た
も
の
で

す
が
、
日
用
品
や
食
料
品
の

安
売
り
、
あ
る
い
は
詩
吉
会

を
す
る
と
の
名
目
で
入
荷
集

め
、
閉
め
切
っ
た
場
内
六
、
熱

狂
的
な
雰
囲
気
を
盛
り
上
げ

て
商
品
を
買
わ
せ
る
の
で
、
催
阪
商
法

と
も
い
わ
れ
で
い
ま
す
。

販
売
業
者
の
巧
み
な
話
術
に
の
せ
ら

れ
、
気
が
付
い
た
ら
古
川
郡
商
品
の
溝
入

を
し
て
い
た
と
い
う
も
の
?
す
。
日
川
気

マ
ソ
ト
や
健
康
食
品
、
電
気
治
療
器
、

羽
も
布
置
な
ど
が
あ
り
ま
す
。

F商法S 
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国
民
年
金
の
保
験
料
…
…
一

を
納
め
て
い
ま
す
か

国
民
年
金
の
保
険
料
の
納
め
忘
れ
は

あ
り
ま
せ
ん
か
。

も
う
す
ぐ
六
十
歳
に
な
ろ
う
と
す
る

人
、
ま
た
、
二
十
歳
を
過
ぎ
た
ば
か
り

の
入
、
国
民
年
金
に
加
入
し
て
い
る
人

に
は
、
い
ろ
い
ろ
な
世
代
の
人
が
い
ま

す。
あ
な
た
が
掛
け
て
い
る
保
険
料
は
、

お
年
寄
り
が
受
け
て
い
る
年
金
の
資
金

と
な
っ
て
い
ま
す
。
あ
な
た
が
将
来
年

金
を
受
け
る
時
に
は
、
そ
の
時
の
若
い

人
達
が
納
め
て
い
る
保
険
料
に
よ
っ
で

支
私
わ
れ
ま
す
。

こ
の
よ
う
に
、
年
金
制
度
は
世
代
と

世
代
の
助
け
合
い
に
よ
っ
て
運
営
さ
れ

て
い
ま
す
。

保
険
料
を
納
め
る
こ
と
は
、
あ
な
た

の
年
金
を
受
け
る
権
利
を
確
か
な
も
の

に
す
る
ば
か
り
で
な
く
、
年
金
制
度
を

安
定
し
た
も
の
と
す
る
た
め
に
必
要
な

こ
と
な
の
で
す
。

国
民
年
金
の
保
険
料
を
き
ち
ん
と
納

め
、
長
い
人
生
を
充
実
し
た
も
の
に
し

ま
し
ょ
う
。

二
つ
以
上
の
年
金
を

…
…
…
一
受
け
る
時

年
金
を
受
け
て
い
る
人
が
、
さ
ら
に

も
う
一
つ
の
別
の
年
金
を
受
け
ら
れ
る

よ
う
に
な
っ
た
時
は
、
一
一
つ
の
年
金
は

同
時
に
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。

本
人
の
希
望
に
よ
っ
で
、
ど
ち
ら
か

一
方
の
年
金
を
選
択
す
る
ご
と
に
な
り

ま
す
か
ら
、
「
年
金
受
給
選
択
申
出
書
」

を
役
場
住
民
課
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

年
金
の
種
類
に
よ
っ
て
は
、
二
つ
の

年
金
を
受
け
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。
詳

し
く
は
役
場
住
民
課
、
ま
た
は
、
社
会

保
険
事
務
所
へ
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

家
族
の
鍵
康
を

守
る
の
は

H

あ
な
た
H

で
す

夏
は
食
中
毒
の
発
生
し
や
す
い
季
節

で
す
。
わ
宅
の
食
品
衛
生
は
心
配
あ
り

ま
せ
ん
か
。

申
台
所
は
い
つ
も
清
潔
に
し
ま
し
ょ
う
。

唾
調
理
す
る
前
に
は
手
を
よ
く
洗
い
ま

し
ょ
P
7
0

骨
魚
a

肉
料
理
に
使
っ
た
「
ま
な
板
」

「
包
丁
」
は
よ
く
洗
つ
で
使
い
ま
し
ょ

h

「
ノ
。

@
「
ま
な
板
」
「
包
丁
」
「
ふ
き
ん
」

は
熱
湯
消
毒
し
、
よ
く
乾
燥
さ
せ
ま
し

ょト
7
。

骨
調
理
後
は
長
い
時
開
放
置
せ
ず
、
で

き
る
だ
け
早
く
食
べ
ま
し
ょ
う
。

窃
冷
蔵
庫
内
は
清
潔
に
し
、
食
品
は
5

℃
以
下
で
保
存
し
ま
し
ょ
う
。

骨
ネ
ズ
ミ
、
ハ
工
、
ゴ
キ
ブ
リ
を
退
治

し
ま
し
ょ
う
。

大
食
中
毒
予
防
の
三
原
則

wv
清
潔
V
迅
速
曹
加
熱
(
低
温
保
存
)

食品衛生週間

( 8 月 1 日 ~7 日)

重]

画
面
高

し
お
さ
い
短
歌
会

子
育
で
に
つ
ま
ず
き
な
が
ら
話
し
合
い

犬
と
共
に
十
四
年
過
ぐ

上

川

洋

子

わ
が
夫
の
持
ち
て
帰
り
し
山
桜
活
け
る

心
も
花
に
負
け
ず
に

島

田

光

子

里
に
来
て
久
し
振
り
に
母
と
寝
る
話
は

尽
き
ず
夜
の
更
け
る
ま
で平

野

春

子

こ
の
子
ら
も
同
ピ
人
聞
か
一
瞬
に
わ
が

目
疑
う
エ
チ
オ
ピ
ア
難
民松

田

益

子

初
夏
の
風
い
と
お
し
む
よ
に
白
百
合
の

花
言
葉
な
ど
思
い
出
し
た
り

真
鍋
富
美
子

腰
曲
げ
て
足
も
折
り
て
イ
チ
ゴ
摘
む
吾

子
の
姿
に
少
年
を
思
う

頼
永
砂
代
子

言葉支す誌記を摂21盈tくに
だ
き

子
供
を
色
で
表
現
す
れ
ば
円
。
ち
ょ
う
ど
向
い
画
用

紙
に
美
し
い
色
を
上
手
に
彩
ど
っ
て
い
く
と
美
し
い
絵

が
で
き
る
よ
う
に
、
美
し
い
知
識
、
教
養
を
上
子
に
心

身
に
彩
ど
っ
て
く
れ
れ
ば
と
願
っ
て
名
付
け
ま
し
た
。

平
凡
と
い
う
の
も
い
い
け
れ
ど
ヘ
女
だ
か
ら
と
い
う

の
を
気
に
し
な
い
で
、
自
分
の
好
き
な
ご
と
を
責
任
の

持
て
る

限
り
、

の
び
の

び
と
や

れ
る
人

間
に
な

っ
て
欲

し
い
と

思
い
ま

す。

4

由、、J1
出
T

4
J
S
 

彩ちゃん佐々木

ま
た
は
教
育
委
員
会
事
務
局
・

社
会
教
育
係
ま
で
ご
連
絡
く
だ

さ
い
。収

集
し
た
も
の
に
つ
い
て
は
、

現
在
長
浜
中
学
校
の
空
き
教
室

に
保
管
し
て
お
り
、
今
後
、
教

材
等
に
役
立
て
て
い
く
予
定
で

す
。
皆
さ
ん
の
ご
協
力
を
合
願

い
し
ま
す
。

x 

{I~ 
さ
ん

母

秀
子
さ
ん

昭和62年8月12日生まれ

井
上
邦
敏
氏
か
ら
寄
贈
さ
れ
た
「
ふ
い
ζ
う」
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@ 

晶
?
水
の
自
@
水
の
週
間
@

@ 

(;:ま

島
れ
た

は
る
か
昔
か
ら
、
人
類
は
水
と
と
も

に
生
き
て
き
ま
し
た
。
私
た
ち
の
生
活

は
、
は
か
り
し
れ
な
い
水
の
恩
恵
に
よ

っ
て
支
え
ら
れ
で
き
た
と
言
つ
で
も
過

言
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
そ
し
で
現
代
は
、

以
前
に
も
増
し
で
人
と
水
の
宮
山
接
な
関

係
が
続
い
で
い
ま
す
。
生
活
用
中
小
や
工

しも
官

業
用
水
な
ど
、
昔
以
上
に
水
の
使
用
量

が
増
え
た
た
め
、
水
は
ま
す
ま
す
貴
重

な
資
源
と
な
り
ま
し
た
。

八
月
一
円
は
「
水
の
円
」
、
こ
の

H
か

ら
「
水
の
週
間
」
も
ス
タ
ー
ト
し
ま
す
。

い
ま
-
度
水
の
大
切
さ
を
見
直
し
使
い
方

に
工
夫
を
凝
ら
し
て
い
き
た
い
も
の
で
す
。

⑮
卒
当
に
岡
本
臨
本
、
か
豊
か
か

地
球
v

仁
一
に
あ
る
あ
ら
ゆ
る
水
の
う
ち

淡
水
(
真
水
)
は
何
%
を
占
め
る
か
ご

存
じ
で
す
か
。
答
え
は
コ
一
%
。
残
り
の

水
は
す
べ
て
海
水
で
す
。
し
か
し
ご
の

一
一
一
%
の
淡
水
の
う
ち
、
七

O
M
は
南
極

や
グ
リ
ー
ン
ラ
ン
ド
の
氷
で
す
。
つ
ま

り
、
生
活
に
使
え
る
水
は
ご
く

わ
ず
か
地
球
上
の
水
の

0
・
八

%
に
す
ぎ
な
い
の
で
す
。

「
で
も
日
本
は
水
が
豊
富
な

方
で
は
な
い
か
」
と
忠
わ
れ
て

い
る
方
も
多
い
よ
う
で
す
が
、

本
当
に
日
本
は
水
が
豊
富
な
固

な
の
で
し
ょ
う
か
。

町一一一 一一水の週間

7ヲ句
史

へ
た
で
よ
し

み
ん
な
で
ス
ポ
ー
ツ

楽
し
も
う

心
身
の
健
康
保
持
の
た
め
に
は
、
ス

ポ
ー
ツ
が
犬
変
よ
い
の
は
向
明
の
こ
と

で
す
。
ス
ポ
ー
ツ
は
、
理
に
か
な
っ
た

瞬
発
的
心
身
の
刺
激
、
ル
ー
ル
の
順
守
、

酸
素
明
入
量
の
増
大
な
ど
を
通
じ
て
、

喪

四つ

大
部
分
の
水
が
海
へ
流
出

使
え
る
水
は
三
分
の

日
本
の
年
間
乎
均
降
水
量
は
約
千
七

百
五
十
ミ
リ
で
、
世
界
平
均
降
水
量
(
約

九
百
七
十
ミ
リ
)
の
約
一
一
倍
で
す
。
こ

の
数
字
だ
け
を
見
る
と
、

H
本
は
水
が

脳
・
筋
肉
・
精
神
の
二
一
要
素
を
効
果
的

に
使
用
す
る
か
ら
で
す
。

ス
ポ
ー
ツ
に
は
そ
れ
ぞ
れ
に
技
(
ワ

ザ
)
が
あ
っ
て
、
そ
の
巧
拙
や
上
達
度

合
等
が
人
々
を
誘
い
夢
中
に
さ
せ
る
も

の
で
、
段
位
や
ハ
ン
デ
ィ
、
記
録
、
優

勝
位
等
々
が
そ
の
象
徴
で
す
。
と
こ
ろ

が
最
近
で
は
素
人
ス
ポ

l
y
の
場
合
で

も
、
段
を
取
る
こ
と
、
ハ
ン
デ
ィ
を
上

げ
る
こ
と
、
優
勝
す
る
ご
と
、
未
踏
の

記
録
を
作
る
こ
と
等
、
そ
の
こ
と
が
目

豊
富
な
よ
う
で
す
が
、
狭
い
国
土
に
人

口
が
多
い
た
め
、
一
人
当
た
り
の
降
水

量
は
世
界
平
均
の
六
分
の
一
と
な
っ
て

し
ま
い
ま
す
。

ま
た
、
雨
は
毎
月
平
均
的
に
降
る
わ

け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
限
ら
れ
た
季
節

に
梅
雨
、
台
風
、
雪
な
ど
が
集
中
し
ま

す
。
し
か
も
国
土
は
山
地
が
多
く
、
河

川
の
流
れ
が
急
な
た
め
に
、
大
部
分
の

水
が
わ
ず
か
の
間
に
海
へ
流
れ
て
し
ま

い
ま
す
。
自
然
に
蒸
発
し
て
し
ま
う
分

も
考
え
る
と
、
私
た
ち
が
使
え
る
水
は
、

年
間
平
均
降
水
量
の
一
一
一
分
の
一
ほ
ど
に

な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
に
見
て
く
る
と
、
水
は
い

つ
も
豊
富
に
あ
る
と
は
一
言
え
な
い
、
限

ら
れ
た
資
源
と
言
え
る
で
し
ょ
う
。

八
月
の
日
曜
当
直
医
は
次
の
と
わ
り

で
す
。
受
付
時
間
は
午
前
十
時
か
ら
午

後
五
時
ま
で
で
、
診
療
は
教
急
患
者
の

方
だ
け
で
す
。

的
で
あ
る
か
の
よ
う
な
状
況
が
あ
る
こ

と
も
事
実
で
す

c

一
九
六

0
年
代
、
西
ド
イ
ツ
で
ゴ
ー

ル
デ
ン
・
プ
ラ
ン
と
い
う
ス
ポ
ー
ツ
振

興
国
民
運
動
が
展
開
さ
れ
、
今
も
続
い

て
い
ま
す
。
こ
れ
は
国
民
の
体
位
の
向

上
に
比
較
し
て
体
力
不
足
が
は
な
は
だ

し
く
目
立
ち
、
近
代
的
ス
ト
レ
ス
の
蓄

積
が
文
明
進
歩
を
お
び
や
か
す
恐
れ
あ

り
と
し
て
、
こ
れ
に
対
処
し
て
行
わ
れ

て
き
て
い
る
国
民
運
動
の
こ
と
で
す
。

。7
目

。
日
目

。
幻
目

。
羽
目

門
屋
医
院
宮
臼
|
0
2
0
2

辻

医

院

密

臼

0
1
7
4

石
村
病
院
宮
臼
1
1
0
2
7
5

清
水
医
院
密
臼

2
8
8
3

j字L

: I日:
Jし

:健j

:三必、.
口ラ.

0

8
月

刊

日

町

体

育

館

午

後

1
時

か
ら
2
時
対
象
は
昭
和
白
年
9
月、

ロ
月
、
昭
和
田
年
3
月
生
ま
れ
の
わ
子

さ
ん
。

一
歳
半
児
健
診

0

8
月

回

日

町

体

育

館

午

後

1
時

か
ら
2
時
対
象
は
昭
和
白
年
ロ
月
、

昭
和
白
年
1
月、

2
月
生
ま
れ
の
わ
子

さ
ん
。:子

:宮j

方、;

: ，/: 

;検:
診;

0

8
月
出
日
町
体
育
館

0

8
月
四
日
白
滝
公
民
館

。8
月
初
日
豊
茂
公
民
館

。8
月
白
日
大
和
公
民
館

時
間
は
い
ず
れ
も
午
後
1
時
か
ら
2

時
、
検
診
料
金
は
七
百
円
。

こ
の
運
動
の
特
色
は
、
参
加
す
る
個

人
個
人
が
自
分
の
体
力
、
技
等
に
応
じ

て
目
標
を
設
定
し
宣
言
し
て
、
目
標
達

成
に
向
け
て
楽
し
み
な
が
ら
行
っ
て
い

る
こ
と
に
あ
り
ま
す
。
へ
た
は
へ
た
な

り
に
と
い
う
訳
で
す
。

一
方
、
ス
ポ
ー
ツ
の
規
則
を
無
視
し

た
り
、
自
分
枠
も
持
た
ず
に
た
だ
何
と

な
く
と
言
う
の
も
、
ス
ポ
ー
ツ
の
持
つ

楽
し
み
が
失
わ
れ
、
決
し
て
賢
な
る
や

り
方
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
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す今

品目古 手"
報司1[二 、時
は練十 二←

で二 伝

望lそR ん
号世雲 て
名門吉 聞
で火て は
わ 7じて w 

わ- ( ず、避や 、

、難防 1 な
$~三士号外( ( 

い心に防の践を避常所計11 防い
たに、署。さ行難ベな練火つ
。聞参職訓なうやルどiJ'、訓

き 加 員 練 が と 消 と 火 E 練
入者の後らい火と災T' .) 
つは百昔、のう活もにや、
で熱評消も実動に間三

二亡コ口ヨゴゴゴヨロゴロコ己口 cc
こに t::._ r=-r，，__i_L. ，_ ----J--+..o. 

と は五 国道を花いっぱいに
て軍手 ~さっき 120本を植樹~
ょを、く推い花業急活約四と
う色来行進運いと処環百十沖六
。ど年わす動っし理境二人浦月
る春れベをぱて事緊十が老三

本参入ト
の 加 ク日
さしラよ

てフ i中
長 干甫

手沖話公
植 浦 江生
え士也政耳目
た反雄戸、

。の会 J二二
こ海長土3
れ 岸 )品

は t合かハ起
し、 Lっ，王

生に約三

一フI
ノゲルポ・テロ，

口
口
口
口
口
門
口
口
U
口
|

お
チ

l
ム
が
熱
戦

七
月
二
十
四
日
、

大
洲
・
喜
多
地
区
連

合
の
第
二
回
ひ
ま
わ

り
杯
争
奮
ゲ

l
ト
ボ

ー
ル
犬
会
が
聞
か
れ
、

三
十
一
一
手

i
ム
、
約

百
三
十
人
が
参
加
し

て
熱
戦
が
繰
り
広
げ

ら
れ
た
。
試
合
は
長

中
グ
ラ
ウ
ン
ド
で
ト

ー
ナ
メ
ン
ト
形
試
に

よ
っ
て
行
わ
れ
、
肱

南

C
チ

l
ム
が
優
勝

し
た
。

i
G
B
大
会

1

リ

」与{k:@

円

円

円

円

口

豊

茂

下

区

旗

の

森

の

E
権
主
豆
、
が
二
百
年
ぶ
り

口
に
再
建
さ
れ
、
四
十
年

日
ぶ
り
の
む
こ
も
り
も
復

仁
泊
、
昔
話
に
花
を
咲
か

仁
せ
た
。
こ
の
堂
は
中
世

「
じ
戦
国
時
代
、
笠
間
城
で

じ
活
躍
し
た
と
伝
え
ら
れ

口
て
い
る
旗
櫓
の
主
を
祭

[-J
る
大
野
大
権
現
堂
で
、

[
ハ
安
永
十
年
に
建
設
さ
れ

円
て
以
来
、
傷
み
が
ひ
ど

h
」
く
な
っ
た
た
め
再
建
き

[
い
]
れ
た
も
の
。

二
百
年
ぶ
り
に
再
建

J
豊
一
茂
旗
の
森
の
権
現
堂

J

ソ
ウ
ル
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
に
伴
う

「
テ
口
、
ゲ
リ
ラ
」

事
件
防
止
に
ご
協
力
を

警

察

庁

今
秋
開
催
が
予
定
さ
れ
て
い
る
ソ

ウ
ル
オ
リ
ン
ピ

y
ケ
(
九
月
十
七
日

1
十
月
二
日
)
に
つ
い
て
は
、
わ
が

国
に
関
連
し
て
「
テ
口
、
ゲ
リ
ラ
」

な
ど
各
種
妨
害
事
案
が
懸
念
さ
れ
る

と
こ
ろ
で
す
。

こ
う
し
た
厳
し
い
情
勢
の
下
で
瞥

察
と
し
て
は
、
こ
れ
ら
不
法
事
案
の

未
然
防
止
の
た
め
全
力
を
あ
げ
て
取

り
組
ん
で
い
ま
す
。
し
か
し
そ
の
目

的
を
達
成
す
る
た
め
に
は
、
国
民
の

皆
さ
ん
の
ご
理
解
と
ご
協
力
が
必
要

で
す
。ソ

ウ
ル
オ
リ
ン
ピ

y
ク
を
め
ぐ
っ

て
は
、
そ
の
開
催
を
防
害
す
る
た
め
、

犬
韓
航
空
機
事
件
に
み
ら
れ
る
よ
う

な
爆
発
物
に
よ
る
破
壊
活
動
や
要
人

等
に
対
す
る
テ
ロ
等
が
考
え
ら
れ
ま

す。V
予
想
さ
れ
る
事
案
A

『
日
本
人
及
び
韓
国
人
へ
の

d

F

成
り
代
わ
り
を
目
的
と
し
た
潜
入
』

韓
国
で
の
テ
ロ
・
破
壊
工
作
(
爆

発
物
使
用
)
を
敢
行
す
る
た
め
に
、

わ
が
国
を
中
継
基
地
と
し
で
、
日
本

人
や
在
日
朝
鮮
・
韓
国
人
に
な
り
す

ま
し
て
か
ら
韓
国
に
赴
く
こ
と
を
円

的
と
し
て
の
わ
が
国
へ
の
潜
入
。

韓
国
要
人
を
テ
ロ
の
標
的
と
す
る

た
め
、
拳
銃
等
の
凶
器
を
隠
し
持
っ

て
わ
が
国
か
ら
韓
国
に
向
け
で
出
因
。

『
国
際
テ
ロ
リ
ス
ト
等
に
よ
る

d

F

滞
日
中
の
外
国
選
手
団
へ
の
テ
ロ
』

わ
が
国
で
米
ヘ
英
、
仏
、
西
独
、

蘭
、
加
等
の
多
数
の
国
の
選
手
が
、
合

宿
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
を
す
る
た
め
来
日
、

滞
在
を
予
定
し
て
い
ま
す
が
、
そ
の

選
手
間
に
対
す
る
国
際
テ
ロ
リ
ス
ト

等
に
よ
る
テ
ロ
。

『
そ
の
他
、
在
日
韓
国

d

p

関
連
施
設
へ
の
嫌
が
ら
せ
』

韓
国
の
単
独
開
催
に
不
満
を
持
つ

者
等
に
よ
る
在
日
韓
国
大
使
館
や
韓

国
重
要
施
設
へ
の
攻
撃
や
嫌
が
ら
せ
。

マ
こ
ん
な
場
所
は
要
注
意

不
審
な
人
物
を
見
か
け
た
ら
傘

脱
出
、
ら
致
等
が
予
想
さ
れ
る
海

岸
地
域

@
韓
固
ま
た
は
北
朝
鮮
へ
行
く
空
港

及
び
港
と
そ
の
周
辺
地
域

@
韓
国
の
関
連
施
設

@
外
国
選
手
が
宿
泊
及
び
ト
レ

l
ニ

ン
グ
を
行
う
地
域

な
ど
で
不
審
な
外
国
人
や
こ
れ
ら
地

域
に
不
自
然
に
駐
車
し
て
い
る
車
両

等
を
見
か
け
た
ら
、
ど
ん
な
小
き
な

こ
と
で
も
結
構
で
す
の
で
警
察
に
お

知
ら
せ
く
だ
さ
い
。室

P

』

rj¥仁浄い

よム、¥、及、
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贈
ら
な
い
/
求
め
な
い
/

受
け
取
ら
な
い
ノ

政
治
家
や
候
補
者
が
、
選
市
区
内
の

人
に
お
歳
脊
や
寄
附
な
ど
の
金
口
聞
を
断

る
ご
と
は
法
律
で
禁
止
き
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
有
権
者
が
政
治
家
な
ど
か
一
円

金
口
山
弁
一
受
け
取
っ
た
り
求
め
た
り
ず
る

三
と
も
禁
止
、
さ
れ
で
い
ま
す
。

選
準
が
な
い
と
、
つ
山
忘
れ
が
九
に

な
っ
て
し
ま
い
ま
す
が
「
き
れ
い
な
選

挙
」
実
現
の
た
め
に
、
円
以
か
ら
ル
ー

ル
を
ぷ
り
ま
し
ょ
う
。

~霊室忌芝

日
目
(
か
ら
寄
付
禁
止
げ

川
口
頃
か
ら
、
き
れ
い
な
選
挙
を
心
が

け
ま

L
ょ
う
。

マヲ
ム山窓翠塁盗理圃-=:」一一ー」警察の窓・お知らせ・表彰

畦
同
本
で
立
、
日
頃
か
ペ
こ
の
よ
?
な

不
幸
な
死
者
の
身
一
応
や
、
家
出
人
何
百

所
売
捜
し
て
、
家
族
の
元
ヘ
ハ
山
一
返
し
す

る
努
力
会
し
て
い
ま
す
が
、
人
/
午
も
一
八

月
を
「
身
一
応
確
河
川
強
調
月
間
」
と
し
て

身
元
が
わ
か
ら
な
い
一
比
者
の
身
元
確
前
、

家
出
人
の
発
見
-
保
措
滑
に
全
力
全
あ
げ

で
調
査
す
る
ご
と
に
し
ま
し
た
。

ま
た
、
こ
の
別
問
中
、
全
国
の
関
係

資
料
を
揃
え
で
「
行
ト
刀
不
明
書
守
一
段
す

相
談
所
ト
を
開
ぷ
し
、
皆
さ
ん
か
ら
の

相
談
を
受
け
る
こ
と
ド
い
し
て
い
ま
す
け

毎
年
一
一
の
相
談
所
で
家
出
人
の
田
刷
所
が

わ
か
り
、
家
放
の
方
が
安
心
さ
れ
る
例

、
が
多
料
品
あ
り
ま
す
じ
身
内
の
方
や
続
威
、

知
人
な
ど
が
行
方
不
明
に
な
り
附
っ
て

い
る
方
は
、
お
気
軽
に
相
淡
一
附
を
ご
利

市
川
く
だ
さ
い
り
罫
門
の
担
当
岳
が
相
談

に
当
な
り
、
秘
誌
山
じ
つ
け
て
は
議
亘
仁

守
り
土

1
0

相
談
所
開
設
目

。8
円
4
口
和
居
浜
斡
察
署

一り一
0
0

月
5
口
松
山
東
警
察
告

。8
月
9
日
八
幡
浜
瞥
察
署

-
0
8
月
日
日
宇
和
島
警
察
署

時
間
は
け
ず
れ
も
刊
暗
か
ら
げ
時
。

な
お
、
相
談
開
設
臼
仁
わ
越
し
い
な

だ
け
な
い
鳩
合
は
、
近
く
の
警
昨
小
岩
ま

た
は
警
察
本
部
で
い
つ
で
11p
一
相
談
に

応
じ
ま
す
の
で
、
気
軽
に
む
出
か
け
く

だ
さ
い
。

次 和字ぞ
Z 預、船 7d
f t さを知

13fら
ちな; せ
需著す 議長

岡
市
で
保
管
し
て
い
ま
す
。

hu
心心
yf
た

り
の
方
は
、
松
山
市
士
木
建
築
部
港
湾

課
ま
た
は
、
付
近
く
の
支
所
士
一
で
わ
届

け
く
だ
さ
い

一
拾
得
物
件
}
和
船
(
木
製
・
プ
ラ
ス

チ
ッ
ク
府
軍
・
工
一
、
/
三
ン
無
し

J

一色豆、

長
き
H

い
瓦
・
四
メ
ー
ト
ル
、
帽
ー

一
三
一
メ
ー
ト
ル
、
色
水
色

一
拾
得
年
月
日
}
昭
和
六
十
三
年
六
月

二
十
八
日
午
前
十
時
頃

一
拾
得
場
所
}
松
山
市
丸
山
町
・
釣
烏
漁

湾
沖
合
約
一
キ
ロ
メ
ー
ト
ル

{
拾
得
者
}
松
山
市
泊
町
一
四
五
八
番

地
川
山
本
盛
重

財
形
持
家
転
貸
融
資

の
ご
案
内

財
形
侍
家
転
貸
融
資
は
、
勤
労
者
が

侍
家
?
と
し
て
の
住
宅
を
建
設
、
情
人
、

改
良
す
る
甥
合
仁
、
そ
の
必
要
な
資
金

究
一
一
雇
用
促
進
事
業
団
(
政
府
関
係
機
関
)

が
事
業
、
L

し
手
交
通
じ
て
融
資
す
る
、
公

的
融
資
制
度
で
す
。

一
融
資
を
受
け
ら
れ
る
方
}
事
業
主
、

事
業
、
王
団
体
及
び
福
利
厚
生
会
社
で
、

転
貸
を
そ
げ
ら
れ
る
方
は
、
則
形
貯
畜

今
一
一
年
以
上
行
い
、
財
形
貯
蓄
額
を
五

十
万
円
以
上
有
し
て
い
る
勤
労
者
で
す
コ

一
資
金
の
種
類
と
融
資
額
}
新
築
資
金

ヘ
土
地
取
得
も
台
わ
い
)
、
購
入
資
金
(
新

築
・
巾
古
)
、
改
良
資
金
、
融
問
川
却
は
、

財
形
貯
蓄
残
高
に
応
じ
て
辰
吉
川
卜
倍

(
一
-
一
千
万
円
限
度
)
。

{
利
率
一
年
四
・
四
川
和
(
変
動
金
刊

制
)一

返
済
期
間
一
住
宅
の
構
造
等
に
よ
り

十
一
半
年
以
内
か
ら
最
高
一

A

一
十
五
年
以
内

一
返
済
方
法
}
毎
月
払
い
、
六
か
月
払

い
、
そ
の
両
方
の
併
用
の
一
一
一
向
旗

一
保
証
人
一
連
帯
保
証
人
一
名
以
上

{
担
保
一
不
動
序
(
融
資
全
受
け
ケ

取
得
し
た
住
宅
等
)
、
十
判
例
証
券
(
登

斜
同
債
の
み
)

{
多
目
的
住
宅
融
資
(
い
わ
ゆ
る
セ
カ

/
ド
ハ
ウ
ス
等
に
対
す
る
融
資
一
一
年

五
・
一
%
(
回
定
金
利
制
一
の
利
率
で

新
築
資
令
及
び
新
築
位
宅
の
購
入
資
金

{
借
入
申
込
先
]
財
形
持
家
融
資
業
務

取
照
合
一
融
機
関
の
窓
口
へ

F

借
入
申
込

み
を
し
で
か
ら
一
一
十
日
精
度
で
貸
付
決

定
通
知
を
し
ま
す
。
)

一
お
問
い
合
わ
せ
先
一
大
阪
市
東
区
南

本
町
二
丁
円
六
番
地
一
一
展
用
促
進
事
業

同
大
阪
支
部
(
宮

0

6

2

4

6

5

1
9
E
」
マ
都
道
府
県
労
働
基
準
局
賃

金
詐
(
監
管
課
)
マ
財
形
劇
資
業
務
取

扱
金
融
機
関

昭
和
六
十
四
年
度

産
経
新
聞
将
大
学
生
募
集

ヶ
民
経
新
聞
で
は
、
次
の
ぜ
似
ひ
奨
学

生
を
募
集
し
上
が
よ
(

一
応
募
資
格
一
大
阪
、
神
一
円
、
点
都
、

奈
良
の
各
地
区
の
大
学
一
原
則
と
し
て

文
科
糸
の
み
)
、
専
門
学
校
、
予
位
校

~
宅
浪
も
川
)
へ
通
一
一
十
を
希
望
す
ろ
-
一

十
一
歳
以
下
の
人
。

一
応
募
方
法
一
工
一
願
書
(
奨
学
会
指
定
)

②
健
康
診
断
書
以
調
査
書
か
成
績
証
明

書
の
各
一
通
売
事
務
局
ヘ
郵
送
ま
た
は

持
参
し
で
く
だ
さ
い
。

一
締
め
切
り
}
(
第
一
次
)
昭
和
宍
卜

一
一
一
年
十
月
三
十
一
日
(
第
一
~
次
)
昭
和

六
卜
三
年
十
二
月
一
一
十
八

U
一
一
第
二
一
次
)

昭
和
六
十
四
年
-
一
月
二
十
ぺ
円
(
第
四

次
)
昭
和
六
十
同
年
三
月
一
一
一
十
一
日

問
い
九
日
わ
せ
、
案
内
書
の
申
し
込
み

は
、
一
T
m
大
阪
市
北
区
梅
田
二
了
円
問

番
九
号
産
経
新
聞
十
八
阪
本
社
内
・
産

が
新
聞
奨
八
子
会
(
密

0
6
1
3
4
3
1

1
2
2
1
)
ま
で
。

表
彰

察
本

昭
和
サ
ボ
ア

行
長
浜
工
場
ο

総
理
大
臣
表
彰

晴
海
の
昭
和
サ
ボ
ア
長
浜
工
場
一
以

武
夫
工
同
局
長
)
が
、
昭
和
四
十
九
年
の

操
業
開
始
以
来
、
十
一
一
一
年
間
無
災
害
を

達
成
し
た
こ
と
に
よ
り
、
七
月
一
日
の

「
凶
民
安
ん
h

の
日
」
に
総
理
犬
臣
表
彰

を
受
け
ま
し
た
っ
昭
和
一
一
-
卜
五
年
の
「
安

全
の
日
」
制
定
以
来
、
愛
媛
労
働
基
準

局
内
で
の
受
賞
は
初
め
て
の
ご
と
で
す
。

大
臣
表
彰
を
受
け
喜
び
の
原
工
場
長

(
向
か
っ
て
右
)
と
塩
野
総
務
課
長
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(有)岸本印刷

太
平
洋
ヨ
ッ
ト

単
独
横
断

岡
村
精
て
講
演
会

印刷

手
作
り

ヨ
ッ
ト
、

シ
ン
シ
ア

三
世
号
に

よ
る
単
独

太
平
洋
横
断
(
宇
部
1
4
1
ン
フ
ラ
ン
、
ン

ス
コ
一
万
キ
ロ
、
百
四
十
七
日
間
)

昭和田年 8月1日発行 (1正月 1日発行)

{
応
募
資
格
}
十
八
歳
以

上
、
一
-
十
五
歳
未
満

一
給
与
}
初
任
給
(
月

都
十
一
万
二
千
四
百
円
)
期
末
、
勤

勉
手
当
(
年
三
回
一
合
計
四
・
九
か

月
分
)
の
他
、
各
種
手
中
j

が
職
務
や

勤
務
条
件
等
に
よ
っ
て
支
給
さ
れ
ま
「
。

昭和63年 8月号

に
成
功
し
た
岡
村
精
二
先
生
の
講
演

会
が
聞
か
れ
ま
す
。

{
日
時
}
八
月
一
一
十
日
(
ト
一
一
午
俊

二
時

1
二
時
二
卜
分

一
場
所
}
大
洲
市
民
会
州
大
ホ
ー
ル

{
演
題
}
「
体
験
以
外
に
は
灼
く
な
れ

な
い
」

{
主
催
}
国
立
犬
川
青
年
の
一
本

入
場
ば
無
料
で
無
料
駐
車
場
仁
あ
り

ま
す
。
お
問
い
合
わ
せ
は
、
国
立
大
洲

青
年
の
家
事
業
課
(
宮
出
1
5
1
7
5
)

ま
で
c

一
衣
食
住
}
食
事
、
宿
舎
費
が
無
料

の
他
、
被
服
等
も
す
べ
て
無
料
で
支

給
ま
た
は
貸
与
さ
れ
ま
す
。

一
そ
の
他
一
任
期
制
隊
員
に
ゾ
い
て

は
、
持
別
湿
職
子
中
ー
が
支
給
さ
れ
ま
す
。

一
任
期
(
二
年
・
陸
上

J

満
了
時
・

百
日
(
四
十
二
万
四
千
円
一
一
任
問

(
三
年
・
海
上
、
航
空

J

満
了
昨
一

百
五
十
日
分
「
六
ト
パ
方
一
千
川
)

そ
の
叫
慢
の
任
期
で
一
年
)
紅
に

二
百
日
分
七
十
五
日
分

詳
し
く
は
、
役
場
住
民
課
ま
た
は

自
衛
隊
愛
媛
地
方
連
絡
部
(
曾
比

4
1
2
3
)
ま
で
。

寄
付
擦
納

/〆ー一ー、/一一、¥
I.:: ;巾長長
;111 
rh i市浜 i'"

住

所

L
し
老
松

下
須
戒

黒

田

櫛

生

'

中

南

上
老
松

豊

茂
一
足
丘
、

内

海

池天 ?"r成
田 川肝田

弥正治
生志美勝

二
一
四
)

二
一
同
)

(
一
一
九
)

(
一
一
六
)

。
豊
茂
の
増
田
成
虎
さ
人
遺
旬
焦
「
一
安

帽
子
」
を
町
立
図
書
館
へ

O
長
浜
の
矢
野
利
雄
さ

λ
:
一
一
般
同
計

四
十
六
冊
を
町
立
図
書
館
へ
。

O
長
浜
の
沖
永
晴
子
さ

λ
:
一
一
前
向
害

八
十
冊
を
町
立
図
書
館
ヘ
。

O
長
浜
の
新
一
美
さ
ん
・
一
般
図
書
冗

十
一
一
間
を
町
立
問
書
館
へ
。

。
ド
須
戒
の
藤
岡
義
範
さ
ん
:
-
土
地
(
原

野
)
二
一
十
三
平
方
日
を
町
ヘ
。

。
長
浜
の
口
賀
志
秀
雄
さ
ん
:
高
野
公

彦
歌
集
二
冊
を
町
立
図
書
館
へ
。

ゅう1:

お
誕
生
お
め
で
と
う
H

6
月
届
出
分

保
護
者
氏
名
続
柄

小

森

孝

長

男

大

田

信

彦

長

男

西
田
満
治
郎
長
男

大

本

茂

長

女

西

岡

辰

雄

長

女

兵

頭

実

長

男

久
保
障
明
志
二
女

矢

野

利

明

長

女

清

水

康

則

二

男

友車庫三:江蓋契和康児
輔 子 子 基 美 葉 郎 弥 主lξ 名

く
や
み

6
月
の
ト

y

:

m

6

月
届
出
分

小

丙

悦

忠

き

ん

の

カ

ノ

フ

ル

氏

名

6
月

届

出

分

後

藤

森

子

所

氏

名

婚

姻

届

時

年

齢

高

津

ア

サ

キ

田

小

西

徹

三

一

一

二

久

保

田

惣

衛

一

点

武

同

恵

(

一

一

七

)

山

口

久

雄

夜

y
J
旬
、
》
う
へ
二
五
3
d
f
d
u
w
J
J
J
J
r
J
Y
Z
Jザ
宇
内
主
斗
古
a
v
f
J
P
4も
4
も
4
wマ
r
d却
d
f
g
f弓
f
d
y
d
い
ず
町
、
子
g
r
d
f
d
u
W
4も
ー
も
4aっ
f
d
J
h
-

ヨザ
f
d却
耳
年
S
J
S
S
S
J
S身
S
J
ゴ
r
3
V
1
3
3
3
f
s
J
dも
司
王
2
も
』
不
当
u!?

広報ながはま

/ー~

長 黒 f主

白戒長今住

滝 川 t兵士方所

死
亡
時
年
齢

(
五
二

(
八
丘
)

(
八
二
)

8月は反省の月である。 6

Hに広島、 9日には長崎に原

子爆弾が投下され尊い人命を

失い 切の物は灰となり、 15

日は終戦を ;r~ ;(だっ I要高官市

は壊滅し多くの同胞を失---)た。

ぞれのみ力、名訂正は垂tわれ、そ

の日のよζ食「士一に辛J ことうていな。

以来戦争を憎み、川口~~，~瓦〉た... 

あれから 13年戦争の爪跡は消

えない ItIJ古li1:のJIYo.I宝や中

国残照弧児の問題・ dムi呆条約

の問題・貿易黒字への批判。

近くは牛肉・オレンジの白由

化問題等々山積している。山
ほとんど

|司 H本は資源は乏しく殆を諸

外 国 に 依 存 し 、 国際協力を無

視しては成立しな ¥'>0 全世界

は_-)の粋ても結ばれでいるの

である c す町 tト司や同僚も

国家も、 (1うfの力こりノルひ成立

するこ lてはなt， '¥今二ぞ「心

の日手代」 なので、:1'，る~'Lj -l三の

立f若に i'r て!芯"射(、t/，))))l.あ

ってこぶ|百Jfがあるム自刊に

は月連れの l:少 や註の行事が

あり、学杭 f，i本みで京践で、行

事に参加し、祖先に感謝し霊"?:

慰め粋を深める好機である。

21世紀も近い。全世界に通用

する価値を追求しあい、世界は

一つの信念のもと郷土や日本

の発展に尽力し、平和で豊1;、な

世界建設に思いをはせで欲し

し、。

む定志C3

編
集
後
記
鰯

こ
ん
に
ち
は
。
八
月
の
編
集
後
日
の

時
間
で
す
。

最
初
に
イ
ベ
ン
ト
ニ
コ
ー
ス
で
す

J

海
の
祭
典
実
行
委
員
会
に
上
り
ま
す
と
、

今
月
の
六
日
、
七
日
の
一
今
日
間
に
わ
だ

り
、
町
民
の
広
場
及
び
長
浜
海
水
浴
場

を
中
心
に
「
海
の
祭
典
」
が
開
か
れ
ま

す
。
当
日
は
好
天
に
恵
ま
れ
る
予
定
で

す
の
で
、
何
は
き
で
お
い
で
も
参
加
し

て
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
当
日
は
新
聞
社
・

テ
レ
ビ
局
な
ど
の
報
遺
障
が
つ
め
か
け

る
模
様
で
す
の
で
、
な
る
べ
く

H

K
つ

服
装
、
目
立
つ
顔
で
お
喧
し
く
だ
角
一
川
ぺ

な
わ
、
取
材
を
受
け
る
均
九
日
は
「
広
報

な
が
は
ま
」
を
最
優
先
す
ッ
ヲ
一
と
が
大

切
か
と
思
わ
れ
ま
す
。
充
分
ご
、
山
点
目
?
に
¥

だ
さ
い
。

以
上
、
最
初
の
ニ
ュ
ー
ス
で
こ
の
時

間

を

終

わ

り

ま

す

。

(

こ

)

人口世帯数

人口をふやしましょう

! 7月 1 日現在 !い白前昨tれ判ト円川jμとの比

I I 1日1，7内9郎8人| 川 増

| 人 日川(2::f:!引引:扶山交υ)川I ( ~ 交対泣加;自酌iP ) 

E 世帯制主川 3川帯 l 1世帯増


